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石中だより「しょうりょくびゃっか」 2015(平成 27)年１０月１３日(火)

石垣市立石垣中学校

Vol２５ 教 頭 市原 教孝

１０/１１(日) でかした野球部、つかんだ "てっぺん"

緑 花

沖縄ﾀｲﾑｽ19面
H27/10/12(月)

下：八重山毎日新聞

Ｈ27/10/13(火)
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「心のスタミナを」兼松良明監督

大会は２日間で4試合。中学生にはハードな日程だった。「決勝に臨む前の選手たちは満身創痍だった」と兼松監督。５投手の継
投で栄冠に導いた。野球部は部員50名の大所帯。８月末まで主役はパワーと技ともに優れた３年生。１・２年生の多くは試合に出
られない期間が続いた。その間、部員たちはよく走り込んだ。毎日往復約５kmの坂道。それから先輩たちがひたむきに練習に打ち込む
姿を学ぶ。心ひとつに試合に挑む姿をしっかりと刻む。…9月の地区大会、新チームの初陣の時には既に完成の域に近づいていた。
11日準決勝。名護中戦は終盤まで0-0。6回裏二死２塁。仲間歩夢(2-5)のレフト前タイムリーで先制、最終回は下地寛太郎

(1-1)がきっちり３人で締めた。よく走り込んでいた２人だ。「あとは心のスタミナ」と、時々、生徒の制服のほころびを縫ってあげたりもする
兼松監督は語る。「あいさつ・時間・美化。日常生活、学校生活をきちんと送らせ、ピンチに動じず、チャンスに臆せず、劣勢にも最後ま
であきらめない心の強いチームにしたい」と。８県の１位が集い、覇を競う九州大会。初戦勝利なら即全国だ。大会まで残り５週間。
心のスタミナもつけて大会に臨んでほしい。めざせ九州のてっぺん！、全国のてっぺん！

八重山毎日新聞
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【沖縄県中体連野球専門部ホームページ】
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